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クラシックギターの音色の研究には表面板の振動モードの測定は重要である

が,貴重な楽器を傷つけるため多数の実験サンプルを確保することは非常に困難

である.また,高周波域までの振動モードを測定するためには多くの測定点が必

要であり試験効率が求められる.そこで近接音を多点同時測定し,これらを解決

する方法を提案する. 
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1．研究背景  

 ク ラ ッ シ ッ ク ギ タ ー の よ う に 手 工 性

の強いものづくりにおいて ,長年の経験

に よ っ て 培 わ れ た 職 人 の 感 性 は 重 要 な

役割を担っている．そのため,ひとつの

製品を作るのに長い時間を必要とし ,更

に よ い 音 を 求 め 設 計 変 更 を 考 え た 場 合

多くの試作品の製作が不可欠となり ,多

くの時間を有する．また近年の職人人口

の減少に伴い,その技や感性といった技

術伝承は深刻な問題である．そこで本研

究では音響解析,モード測定といった工

学的アプローチにより設計・技術伝承の

支援を目的に研究を行っている． 

 今回は特に,音色への影響が大きいと

思 わ れ る ギ タ ー の 固 有 振 動 と モ ー ド 解

析に用いる手法として“非接触式モード 

解析法”の提案と評価を行う． 

 

２．音色と固有振動数・固有モードの関

係について  
 ギター本体の固有振動数・モードはそ

れぞれのギター構造によって異なる．材

料,力木など構造の違いにより音色が変

化することを考慮すれば,固有振動数・

モ ー ド と 音 色 の 間 に 関 連 性 が あ る の は

明らかである． 

 

Fig.1 The  s pe c t r u m  a n a l ys i s  o f  t he  g u i t a r  

s o u n d 

 図１は 1 弦 5 フレッド(440Hz)のある

時点を周波数解析したものである．基本

周波数をベースにした 2 次 ,3 次といっ

た 一 般 に 倍 音 成 分 と 言 わ れ る 高 調 波 ピ

ーク点が確認できる．この基準音とその

倍 音 成 分 の ピ ー ク 点 を 結 ん だ 包 落 線 は

弾く弦やギターの種類により異なり,音

色 を 決 定 付 け る 主 た る 要 素 と 言 わ れ て

いる．この包落線を形作る要素としてギ

ター本体の固有振動数が挙げられる．固

有振動数が倍音成分と重なった場合,ピ

ー ク 点 に 変 化 を も た ら し 包 落 線 の 形 が

決定される．また,ギターの音色として

重要視される要素として,音の伸びかあ

る．クラシックギターは 7 色の音を奏で

る楽器と言われ，幅広い音質表現が求め

られる．そのため，弾く弦により適度に
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